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（２）論文

女性における中高年向けの運動教室の参加
者と非参加者の医療費の比較

共著 あり
寺内祐美，林裕栄，関美雪，延原
弘章，柴田亜希

2023.2

Gender Differences in Socio-
Demographic Factors Associated with
Pre-Frailty in Japanese Rural
Community-Dwelling Older Adults: A
Cross-Sectional Study

文部科学省・日本学術振興会科学研究費助
成金（基盤研究C）

胎児性アルコールスペクトラム症
候群予防のための女性飲酒教育プ
ログラムの開発

研究分担者 2020.4～2024.3

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費助
成金（基盤研究C）

KDBデータベースシステム活用に
よる経年的血糖値の変化の類型化
と関連要因の検討

研究分担者 2022.4～2025.3

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
該当なし

新任期自治体保健師における専門的能力と
キャリア形成

共同
第11回日本公衆衛生看護学
会学術集会，宮城・web

〇石﨑順子, 柴田亜希, 伊草綾香, 黒澤恭子,
服部真理子, 関美雪

2022.12

（４）その他

新任保健師の職務状況から捉えた保健師基
礎教育の課題に関する一考察

共同
第11回日本公衆衛生看護学
会学術集会，宮城・web

〇服部真理子, 石﨑順子, 柴田亜希, 伊草綾
香, 黒澤恭子, 関美雪

2022.12

名称 単・共

母子健康手帳の育児情報源としての活用状
況

共同
第69回日本小児保健協会学
術集会，三重・web

〇関美雪, 服部真理子, 石﨑順子, 柴田亜希,
伊草綾香, 佐藤玲子, 上原美子, 寺内祐美

2022.6

「学校事故事例検索データベース」を用い
た小学校における障害事例の検討

共同
第11回日本公衆衛生看護学
会学術集会，宮城・web

〇関美雪, 上原美子, 石﨑順子, 柴田亜希,
伊草綾香, 黒澤恭子, 服部真理子

2022.12

卒業時の到達目標による教育評価 地域の
健康課題の明確化と計画・立案する能力に
着目して

共同
第11回日本公衆衛生看護学
会学術集会，宮城・web

〇柴田亜希, 石﨑順子, 伊草綾香, 黒澤恭子,
服部真理子, 関美雪

2022.12

乳児を持つ母親の育児情報に関するイン
ターネット利用の実態

共同
第81回日本公衆衛生学会総
会，山梨・web

〇関美雪, 服部真理子, 石﨑順子, 柴田亜希,
伊草綾香, 佐藤玲子, 上原美子

2022.10

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

共著 あり
Aki Shibata,　Asuka　Suzuki,
Kenzo Takahashi

2023.1

International
Journal of

Enviromental
Research and

Public Health. 20,
1091. https://

doi.org/10.3390/ijer
ph20021091

日本公衆衛生雑誌,
70(2),124-134

〇

１．研究業績
（１）著作

研究分野 公衆衛生看護学
学位 博士（公衆衛生学）

学歴 帝京大学大学院公衆衛生学研究科博士後期課程

該当なし
著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

氏名 柴田　亜希 部署 看護学科 職名 准教授

経歴 2021年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科准教授

所属学会（役職） 日本公衆衛生学会　日本公衆衛生看護学会　日本地域看護学会　日本思春期学会
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（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

健康な生活を支援するしくみと看護職の役割について、成人期、特に産
業保健活動を中心に講義を行った。

公衆衛生看護展開論Ⅱ（精神保
健）

〇 8
地域における精神保健福祉の現状と課題、メンタルヘルス向上における
公衆衛生看護活動の展開方法について講義を行った。

公衆衛生看護展開論Ⅲ（成人・高
齢者保健）

〇 8
成人・高齢期における保健医療福祉の現状と課題、生活習慣病等の健康
課題解決に向けた公衆衛生看護活動の展開方法について講義を行った。

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

保健師就職支援 2022.5～2023.3 保健師就職志望学生への就職支援（就職相談、模擬面接等）

令和４年度埼玉県新任保健師研修 埼玉県
相談支援の基本とキャリアラダーを用いた活動の評価のコー
ディネーター

2022.6
2022.12

５．学内運営
項目 内容 期間

内容 期間

上尾市健康づくり推進協議会 委員 2022.7～現在

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

長瀞町健康長寿に係るイチオシ事業 アドバイザー 2021.4～現在

該当なし

該当なし

（４）その他
項目 相手方等

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

地域看護学実習 2022.10～2022.12
訪問看護ステーションや地域包括支援センターにおける看護職の役割
や、家族支援の理解を深めることができるよう学習支援を行った。

IPW実習 2022.10
IPW実習の目的に沿って、学生の主体的参加と気づきを尊重し、グルー
プ活動が円滑に進むよう支援した。

卒業論文 2022.5～2022.12 主指導 4名 副指導 名

総合実習 2022.7
地域の健康課題解決を目指した保健事業の企画、実施、評価までの一連
のプロセスの学習と公衆衛生看護活動における保健師の役割の考察を
行った。

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

公衆衛生看護学実習 2022.5～2022.6
地域の健康課題とその解決に向けた公衆衛生看護活動の特徴や保健師の
支援方法についての理解を深めることができるよう指導した。

地区診断論 〇 16
健康課題を明確化するための理論や、社会資源の現状に関する講義と健
康指標等のデータを用いた演習を行い、公衆衛生看護学実習の実践につ
なげる工夫をした。

公衆衛生看護技術Ⅲ 8
公衆衛生看護学実習において把握した健康課題を解決するために、集団
を対象とした健康教育の企画、実施、評価過程の演習を実施した。

公衆衛生看護学 2
PDCAサイクルサイクルに基づく公衆衛生看護活動の展開について講義
を行った。

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

地域看護学Ⅰ 1

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者
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８．特記事項

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月
該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月


	新様式

